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４．乗法の公式とその利用 
    整式の加法、減法、乗法は数の場合と同じように、次の３つの法則を基礎にしています。 

 計算の基本法則 
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    上の３つの法則をもとに、次の乗法の公式が得られ、それを用いて式の展開や、因数分解がなされます。 

 

乗法の公式（展開公式）［ ⇔ 因数分解の公式］ 
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例題７ 次の式を乗法の公式を用いて展開しなさい。〔乗法の公式の利用〕 
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複号同順：複号  ,  ± 

は、上なら全部上を選

び、下なら全部下を選ん

だ、2通りの式が成り立

つという意味。 

必ず覚えてね。 
自由に使えるよ

うになってくだ

さい！ 


